
　わが国の公共施設は高度成長期の昭和４０年代から集中的に整備されており、築後３０年以上が経過し、そ
の建て替えが今、国家的な問題となっています。
　八潮市では大山しのぶがアセットマネジメント（施設老朽化による更新と管理の抜本的な見直し）に取り組む
と就任直後から表明。強いリーダシップのもと、「八潮市公共施設マネジメント白書」「八潮市公共施設マネジメ
ント基本方針」として昨年７月にまとめられました。
◎今年は、いよいよ実行段階に！
　市民への安全・安心適切な行政サービスの持続的な提
供のため、現実を見据えて体系的で実現性のある「基本
方針」を既にまとめ、本年は、いよいよそれを実行するアク
ションプログラム・行動計画の実施段階に入っていきます。
　大山しのぶの信念とリーダーシップにより進められるこ
の事業は、多くの自治体の先行事例となり、国や県も大い
に注目しています。ご理解ご協力をお願いいたします。
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４月1日から市役所の
組織が変更に！
第五次八潮市総合計画を効果的に
進めるため、改編します。
（現在）

まちづくり企画部
税財政部
暮らし安全部

企画財政部
総務部
生活安全部

（４月から）

information

　新年、あけましておめでとうございます。皆様おそ
ろいで麗らかな初春をお迎えのことと心よりお慶び申
し上げます。市長としての活動も２年目が過ぎました。
お陰さまで元気いっぱい働かせて戴いておりますこ
と、心より御礼申し上げます。

　昨年は八潮市の今後１０年間の方針を決める市の
最上位の計画「５次総八潮総合計画」や「第五次八
潮市障がい者行動計画」「第四期八潮市障がい福祉
計画」「八潮市教育大綱」「八潮市公共マネジメント基
本方針」などの重要方針を相次いで策定。新規の条
例もつくりました。（概要は下記の活動トピックスをご
覧下さい）
　これらは、私が２年前に掲げたマニフェストを市の
政策に具体的に反映させたものであり、そういった
意味で、大山しのぶの目指すものをかたちにし始め
た年でした。
　２０１６年はそれらを踏まえ、具体的な行動に移し、

着実に進めて、充実の年とする決意です。

　ここで以下、本年取り組む主要テーマのいくつかを
あげさせて戴きます。
　まずは、「子育て・教育」の充実です。子ども達はま
ちの未来であり、まちの将来の活力です。
　平成２０年に８万０１２人だった人口も順調に伸び、
数年後には９万人となります。２年後には駅周辺で
合計で１,０００戸近いマンションが建設されるという
予想もあります。こういった人口増加のトレンドの中
で、子育てのしっかりとした受け皿を作っていきたい
と考えています。
　現在、０歳児～２歳児を対象にした保育施設を３
箇所つくるとともに、学校をはじめとする教育環境の
整備などにさらに市として力を入れて参ります。さら
に教育の質の向上・レベルアップといったソフト面に
も引き続き、取り組んでいきます。

　次に取り組むべきは、まちの活力に直結する「雇用
対策・産業政策」です。八潮市の将来の人口ビジョン
をつくるとともに、活力ある社会を維持するための具
体的な施策などをまとめた「八潮市まち・ひと・しご

と創生総合戦略」を策定いたし、本年はこの方針のも
とで、安定した雇用を創出し、新しいひとの流れをつ
くって参ります。
　さらに取り組むべきは「災害対策」です。昨年、９月
１０日の台風１８号による記録的な豪雨被害は、皆様
も記憶に新しいことと思います。異常気象・ゲリラ豪
雨が頻発する昨今、川に囲まれた八潮市は、しっかり
とした治水対策を行うとともに、来るべき首都圏直下
型地震にも備え、自助・共助・公助を組み合わせた着
実な防災対策を進めて参ります。
　こういったことを組み合わせながら、地域の中で
子育て世代と高齢世代が互いに協調し、行政と市民
の皆様が一体となって、自立と共生による、強いまち
をつくっていきたいと思っています。そのためにも本
年は今まで以上に市民の皆様の中に入って、率直に
まちの将来を語り合い、政策に反映させながら、ス
ピード感を持って実行して参る決意です。

公共施設の安心・安全にいち早く対応。
国や県も注目の八潮の公共施設マネジメント

八潮市の発展、市民の
皆様の暮らしのために…。

2016 充実の年に！！年

八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）について諮問

まちの未来をつくる子育て・教育をさらに充実

雇用・商工農の育成、災害対策にも力を入れる

昨年は大山マニフェストを
市政の総合計画や指針に次々と反映。

大山しのぶ活動トピックス 裏面へ続きます

市長とまちづくりを語る集い（南川崎町会）




